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平成26年度当初予算
予算総額221億8,245万2千円　前年度比2.93％増
一般会計は127億7千万円　前年度比1.51％増

東海環状自動車道（仮称）高富インター開通
を見据え積極的予算

問　企画財政課　℡22−6825

会　計　名 平成26年度 
ａ

平成25年度 
ｂ

比　　　　　　　　較
金額　ａ-ｂ 率　ａ/ｂ－１

一 般 会 計 127億7,000万円 125億8,000万円 1億9,000万円 1.51%
国 民 健 康 保 険 36億6,300万円 37億4,500万円 △8,200万円 △2.19%
介 護 保 険 28億1,000万円 26億1,600万円 1億9,400万円 7.42%
後 期 高 齢 者 医 療 2億6,200万円 2億5,900万円 300万円 1.16%
簡 易 水 道 事 業 1億1,300万円 1億  800万円 500万円 4.63%
農業集落排水事業 4億7,400万円 4億5,800万円 1,600万円 3.49%
公 共 下 水 道 事 業 12億9,600万円 9億9,400万円 3億  200万円 30.38%
高 富 財 産 区 200万円 189万円 11万円 5.82%
企 業 会 計(水 道) 7億9,245万円 7億8,788万円 457万円 0.58%

合　計 221億8,245万円 215億4,977万円 6億3,268万円 2.93%
※予算は千円単位のため端数処理をしています。

会計予算額内訳表

市
長
施
政
方
針
演
説
の
要
旨

　
来
年
度
以
降
の
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど

に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
市
債
残

高
は
10
年
ぶ
り
に
3
0
0
億
円
を
切
る
見
込

み
で
、
職
員
数
も
合
併
時
か
ら
３
割
ほ
ど
減

少
す
る
な
ど
、
行
政
改
革
は
極
め
て
順
調
に

進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
度
は
、
東
海
環
状
自
動
車
道
の
開
通

も
視
野
に
入
れ
て「
都
市
計
画
元
年
」
と
考

え
、
市
総
合
計
画
期
間
の
総
点
検
・
総
仕
上

げ
、
次
の
第
２
次
総
合
計
画
を
策
定
す
る
な

ど
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
大
切
に
し
、

よ
り
活
力
あ
る
山
県
市
と
な
る
よ
う
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

対
話
と
共
感
で
、
協
働
の
地
域
づ
く
り

　
事
務
職
員
を
８
年
ぶ
り
に
新
規
採
用
し
つ

つ
職
員
給
与
費
は
縮
減
さ
せ
る
な
ど
、
不
断

の
行
政
改
革
を
推
進
し
、
透
明
な
行
政
運
営

と
対
話
に
よ
り
市
民
に
共
感
さ
れ
る
行
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
５
月
か
ら
の
第
２
日
曜
日
の
窓
口
開
庁
、

10
月
か
ら
の
市
内
完
結
バ
ス
の
高
齢
者
な
ど

の
無
料
化
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
を
視
野
に
入

れ
た
バ
ス
利
用
の
促
進
、
庁
舎
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
改
修
の
ほ
か
、
２
年
か
け
て
都
市
計

画
用
途
地
域
等
変
更
調
査
や
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自
然
と
共
生
し
、
発
展
す
る
地
域
づ
く
り

　
市
内
の
消
費
拡
大
を
目
指
す「
山
県
ま
ち

づ
く
り
振
興
券
」
の
拡
張
、
国
庫
補
助
活
用

の
積
極
的
な
道
路
改
良
、
特
産
品
の
開
発
と

販
路
拡
大
、
６
次
産
業
化
も
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣
防
止
柵
設
置
の

助
成
、
世
界
記
録
挑
戦
へ
の
補
助
、
婚
サ
ポ

事
業
の
実
施
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
増
員

な
ど
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
代
に
つ
な
ぐ
、
安
全
安
心
の
地
域
づ
く
り

　
子
育
て
応
援
ガ
イ
ド
の
作
成
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
、
学
校
コ
ラ
ボ

レ
ー
タ
ー
推
進
、
教
育
ロ
ー
ン
利
子
補
給
制

度
の
創
設
の
ほ
か
、
大
規
模
な
運
動
施
設
を

除
き
、
学
校
施
設
開
放
を
含
め
た
体
育
施
設

の
使
用
料
を
10
月
以
降
は
無
料
に
し
ま
す
。

子
ど
も
と
妊
婦
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
助
成
制
度
の
創
設
、特
定
健
診
の
促
進
、

自
殺
予
防
対
策
の
推
進
、
歯
科
保
健
や
食
育

の
充
実
、
特
定
不
妊
治
療
費
補
助
制
度
の
創

設
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
な
水
道
水
の
供
給
、
防
犯
灯

の
補
強
、化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
確
保
、

貸
出
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
備
、
消
防
団
の
支
援
、

橋
り
ょ
う
の
耐
震
化
実
施
、
幹
線
道
路
沿
い

の
非
木
造
建
築
物
の
耐
震
診
断
補
助
制
度
の

創
設
の
ほ
か
、
日
進
市
と「
災
害
時
相
互
応

援
協
定
」を
締
結
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
多
様
な
価
値
観
と
利
害
関
係
が
散
見
さ
れ

る
今
日
、私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
の
一
つ
は
、

そ
う
し
た
利
害
な
ど
を
調
整
し
、
市
民
と
企

業
、
関
係
団
体
と
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の

地
域
を
よ
く
し
て
行
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
自
身
の

政
治
理
念
で
あ
る「
市
民
皆
様
と
の
対
話
」を

大
切
に
し
、
自
治
会
の
協
力
を
得
て
、
来
年

度
も「
市
民
座
談
会
」を
開
催
し
て
ま
い
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
と
関
係
各
位
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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地方譲与税・各種交付金 5億5,820万円 4.4％
市債 8億2,760万円 6.5％

地方譲与税・各種交付金 5億2,410万円 4.3％

維持補修費 1億3,928万円 1.1%
積立金 1億8,614万円 1.5％
投資及び出資金 7,455万円 0.6％
貸付金 6,312万円 0.5％
予備費 4,413万円 0.4％

予備費 5,121万円 0.4％
貸付金 6,212万円 0.5％
投資及び出資金 7,455万円 0.6％
積立金 1,117万円 0.1％
維持補修費 1億4,489万円 1.1%

市税
29億2,673万円
22.9％

市税
28億8,731万円
23.0％

繰入金
11億
36万円
8.6％

繰入金
9億

6,353万円
7.7％

市債 
9億

8,580万円
7.8％

地方交付税
52億円
40.7％

地方交付税
50億5,000万円
40.1％

国県支出金
15億

5,032万円
12.1％

国県支出金
15億

8,621万円
12.6％

その他 6億679万円 4.8％

その他 5億8,305万円 4.5％

自主財源（36.3％）

義務的経費（52.6％） その他（40.2％）普通建設事業
（7.2％）

依存財源（63.7％）

平
成
26
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
25
年
度

議会費 1億3,459万円 1.1％

議会費 1億3,751万円 1.1％

消防費 6億3,574万円 5.0％

消防費 5億5,828万円 4.4％

総務費
12億

4,075万円
9.7％

総務費
14億

1,098万円
11.2％

衛生費
11億

6,585万円
9.1％

衛生費
11億

8,128万円
9.4％

土木費
12億

8,598万円
10.1％

土木費
9億

4,594万円
7.5％

教育費
9億

9,980万円
7.8％

教育費
10億

8,188万円
8.6％

民生費
38億978万円
29.8％

民生費
36億8,253万円
29.3％

公債費
26億3,383万円
20.6％

公債費
27億1,601万円
21.6％

農林水産費・商工費 7億8,039万円 6.1％

農林水産費・商工費 7億9,216万円 6.3％

労働費・予備費 8,329万円 0.7％

労働費・予備費 7,343万円 0.6％

人件費
25億4,547万円
19.9％

人件費
25億5,598万円
20.3％

公債費
26億3,384億円
20.6％

公債費
27億1,601億円
21.6％

物件費
21億3,970万円
16.8％

物件費
20億7,428万円
16.5％

繰出金
18億162万円
14.1％

繰出金
17億1,424万円
13.6％

扶助費
15億

5,198万円
12.1％

扶助費
15億

8,283万円
12.6％

普通建設
事業費
9億

1,361万円
7.2％

普通建設事業費 6億4,564万円 5.1％

補助費等
8億

3,984万円
6.6％

補助費等
7億

8,380万円
6.2％

平成26年度　一般会計当初予算
歳入総額　127.7億円(前年度125.8億円)

歳出総額　費目別　127.7億円(前年度125.8億円)

歳出総額　目的別　127.7億円(前年度125.8億円)
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対話と共感で、
協働の地域づくり

自然と共生し、
発展する地域づくり

平成26年度

主要事業

行財政改革の推進による
スリムな市役所づくり

　常勤一般職員給与	 △26,699千円
◎社会保障・税番号制度導入による
　システム改修委託料	 10,746千円
◎情報系クライアントパソコン更新	18,000千円

信頼できる市役所づくり
○庁舎バリアフリー改修事業	 37,600千円

市民の市政参画を促進するまちづくり
◎ふるさと応援寄附金推進事業	 441千円
◎議会放映業務委託料	 1,443千円
◎都市宣言広告塔改修工事	 1,000千円
　事業仕分け業務委託料	 1,287千円

地域主権社会の実現のためのまちづくり
　自治基本条例策定事業	 1,592千円
◎地方分権改革推進支援業務委託料	 972千円
　総合計画策定委託料	 929千円
◎農振地域整備計画策定業務委託料	 5,900千円
◎用途地域等変更調査業務委託料	 7,400千円
◎水道整備基本計画策定業務委託料	18,760千円

市内産業の活性化のためのまちづくり
山県まちづくり振興券交付事業（詳しくは8・9ページ）
	 53,396千円
◎福祉を担う人づくり推進助成事業	 1,400千円
　げんき高齢者祝金事業	 5,244千円
　福祉医療費助成事業（高校生等）	 10,326千円
　出産祝金事業	 4,400千円
　新生児出産祝金事業	 16,000千円
◎鳥獣被害防止柵設置事務費交付事業
	 200千円
◇鳥獣防止柵設置助成事業（電気柵等）
	 600千円
◎木の駅プロジェクト補助事業	 300千円
　住宅用太陽光発電システム設置事業	 3,600千円
　狩猟免許取得助成事業	 200千円
　新築等祝金事業	 6,576千円
　防災士取得助成事業	 300千円
　全国大会等出場者応援金事業	 3,500千円
　優良家庭表彰事業［国民健康保険］	 750千円

快適で便利な生活のためのまちづくり
○道路改良事業	 459,588千円

　（うち道路改良工事　291,705千円）

産業の支援、企業誘致による元気なまちづくり
◎商品開発業務委託料	 1,000千円
◎６次化ネットワーク事業補助金	 2,000千円
◎製造業従業員確保事業	 19,080千円

自然を生かし農林業を
	 活性化させるまちづくり
◇有害鳥獣防止柵等設置助成等	 5,600千円
◎野生鳥獣被害防止助成金等	 9,750千円

ふるさとの美しい自然環境と
	 地球環境保全を守るまちづくり
○公共下水道事業（管渠工事等）	 941,204千円
◎公共下水道切替工事	 16,099千円

地域を生かした活性化によるまちづくり
○集落支援員・地域おこし協力隊事業	32,761千円
◎市民参画・市民協働推進補助金
　（世界記録に挑戦補助）	 2,000千円
◎婚サポ事業委託料	 400千円

◎新規事業
○拡充事業
◇事業手法変更など

合併10周年記念式典で披露された都市宣言
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次代につなぐ、
安全安心の地域づくり

市民が便利に暮らしていけるまちづくり
　自主運行バス補助金	 86,522千円
◎買い物不便地域活性化事業	 6,000千円
◎高年齢者人材リバース事業	 5,000千円
◎子育て応援ガイド作成	 1,026千円

豊かな教育環境まちづくり
○放課後児童クラブ事業	 24,331千円
◎教育ローン利子補給金	 560千円
◎スクールバス購入	 7,000千円
◎伊自良中央公民館排煙窓改修工事等	 4,850千円
◎美山中央公民館ホール照明設備・トイレ改修
	 15,300千円
◎古田紹欽記念館早矢仕有的企画展	 567千円
◎梅原スポーツランドテニスコート改修工事
	 33,131千円

市民の健康と命を守るまちづくり
◎子ども・妊婦インフルエンザ予防接種補助
	 6,704千円
○食育推進・歯科保健・自殺予防対策事業
	 4,010千円
　救急病院運営費補助金	 58,355千円
◎特定不妊治療費補助金	 2,500千円

市民の安全・安心を確保するまちづくり
○防犯灯新設工事費	 2,800千円
○災害用非常食・防災用ヘルメット購入
	 1,907千円
◎化学消防ポンプ自動車購入	 63,000千円
○橋梁耐震補強設計・補修工事	 55,000千円
◎伊自良支所耐震工事	 18,316千円
◎貸出用AED賃貸借	 69千円

【歳出】
市議会の運営など	 4,625円
庁舎管理、広報、選挙、戸籍など	 42,636円
高齢者、障がい者、児童福祉など	 130,916円
保健、環境、ごみ処理など	 40,062円
農林業、観光、商工業の振興など	 26,816円
道路、河川、公園など	 44,190円
消防、防災など	 21,847円
学校教育、社会教育、社会体育など	 34,356円
市債の償還金	 90,507円
労働費・予備費	 2,862円
【歳入】
市税	 100,571円
地方交付税	 178,688円
繰入金	 37,812円
市債	 28,439円
その他	 93,307円

市民1人あたりの当初予算

約438,817円
人口は、平成26年1月末の
住民基本台帳人口　29,101人

放課後児童クラブは高富児童館と子どもげんきはうすで土曜日も開設

平成25年5月から運行しているハーバスの新車両

フッ化物洗口の効果でやまがたっ子は歯がきれい

平成26年度当初予算
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平
成
25
年
度
財
政
状
況
の
公
表

　
市
は
、
年
２
回「
財
政
状
況
」を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
収
入
や
支
出
の
状
況
は
ど
う
か
、
市
税
の
負
担
状
況
は
ど
う
か
な
ど
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
い
え
ば
家
計
簿
に
当
た
り
ま
す
。

　
今
回
は
平
成
26
年
１
月
31
日
現
在（
平
成
25
年
４
月
～
平
成
26
年
１
月
）の
状
況
で
す
。

一　般　会　計

特　別　会　計

企　業　会　計

市 税
みなさんに納めていた
だいた税金で、市民税、
固定資産税など

28億8,731万円

23億4,598万円

地方消費税
交付金

県が徴収した地方消費
税の一部を県内市町村
に対して交付するお金

2億5,000万円

1億7,984万円

地方交付税
地方交付税法に基づき
交付される普通交付税
及び特別交付税

50億5,000万円

51億  503万円

国庫支出金
国から市に対して交付
される負担金、補助金
など

9億7,262万円

7億2,530万円

県支出金
県から市に対して交付
される負担金、補助金
など

6億7,572万円

2億5,713万円

市　　債

道路などの建設のため
に、一時的に多額の費
用が必要なときなど
に、市が長期に資金の
借り入れをすること

10億4,390万円

8,850万円

その他
繰入金、分担金および
負担金、自動車取得税
交付金、諸収入など

18億1,282万円

9億5,568万円

合　　　　　　計
126億9,237万円

96億5,746万円

（収納率） 76.1%

総務費
一般事務経費、戸
籍住民基本台帳費
など

13億7,674万円

7億5,302万円

民生費
社会福祉費、児童
福祉費、生活保護
費など

36億9,703万円

25億1,525万円

衛生費 保健衛生費、ゴミ
の収集・処理など

11億6,699万円

8億6,274万円

土木費
道路の維持・新設
改良費、公園の整
備費など

9億4,926万円

4億  859万円

教育費
小・中学校に係る
経費、社会教育費
など

11億4,139万円

8億5,418万円

公債費 地方債（市債）の元
利償還金

27億1,601万円

13億5,916万円

その他
消防費、商工費、
議会費、農林水産
業費など

16億4,497万円

10億  442万円

合　　　　　　計
126億9,237万円

77億5,736万円

（執行率） 61.1%

歳出 歳入 上段：予算現額
下段：収入済額

上段：予算現額
下段：支出済額

特別会計名 予算現額 収入済額 支出済額
国民健康保険 37億4,521万円 27億3,864万円 27億7,833万円
介護保険 26億6,606万円 17億3,622万円 16億4,209万円
後期高齢者医療 2億5,900万円 2億1,693万円 1億7,698万円
簡易水道事業 1億  776万円 9,952万円 5,724万円
農業集落排水事業 4億5,786万円 2億7,610万円 1億7,816万円
公共下水道事業 9億9,843万円 3億5,454万円 1億9,133万円
高富財産区 189万円 198万円 78万円

※収入を支出が上回っている会計は、基金などの繰替運用で対応しました。

積立金残高	 5,150万円
企業債残高	 25億6,786万円水道事業

区　分 予算現額 収入・支出済額

収　益　的
収　入 4億2,718万円 3億2,887万円
支　出 4億1,709万円 1億2,202万円

資　本　的
収　入 3億6,253万円 6,142万円
支　出 5億7,279万円 9,668万円
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消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
４
月
か
ら
公
共
料
金
の
一
部
を
改
定

　

４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率（
地
方
消
費
税
率
を
含
む
）の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
公
共
料

金
の
一
部
を
改
定
し
ま
す
。
そ
の
主
な
公
共
料
金
名
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
改
定

後
の
詳
細
は
各
担
当
課
ま
た
は
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地方債の借入残高の状況

地方債残高の推移

基金残高の状況

基金残高の推移

公共料金名 担当課・施設 電話番号
有線テレビ放送施設加入料・利用料 有線テレビ 22−6100

児童厚生施設使用料 高富児童館 22−4750

老人福祉センター使用料
福祉課 22−6837

伊自良ふれあいドーム・さわやかドーム使用料

伊自良キャンプ場使用料 産業課 22−6830

グリーンプラザみやま使用料 グリーンプラザみやま 55−2615

四国山香りの森公園香りドーム使用料
建設課 22−6832

道路占用料

水道事業分担金・水道料金（簡易水道含む）
水道課 22−6835

下水道料金・農業集落排水加入負担金・使用料

学校の屋内外運動場使用料
生涯学習課 22−6845

北山・柿野交流センター使用料

公民館使用料 高富中央公民館 22−3351

体育施設使用料 総合体育館 22−6622

美術館・歴史民俗資料館使用料 図書館 36−3339

文化の里古田紹欽記念館使用料 古田紹欽記念館 36−1023

文化の里花咲きホール使用料 花咲きホール 36−2323

基　金　名 現　在　高
財政調整基金 36億3,068万円
減債基金 11億1,059万円
魅力あるまちづくり基金 9億5,681万円
消防施設整備基金 1億1,794万円
合併振興基金 16億  206万円
地域福祉基金 5億4,808万円
国民健康保険基金 4億7,599万円
介護給付費準備基金 3億3,748万円
高富財産区調整基金 1億3,292万円
その他の基金 1億9,604万円

合            計 91億  859万円

区　　　分 現　在　高
一般会計分 207億6,295万円

普   通   債 44億1,713万円
災害復旧債 758万円
臨時財政対策債 58億9,744万円
合併特例債 96億9,372万円
その他一般会計分 7億4,708万円

簡易水道事業分 9億9,886万円
農業集落排水事業分 33億7,411万円
公共下水道事業分 41億  387万円
水道事業分 25億6,786万円

合               計 318億  765万円
※1人あたり　31万2,999円※１人あたり　109万3,009円

※各年度の額は年度末現在。平成25年度分は1月末現在。 ※水道事業会計の積立金は除く。

平成25年度財政状況

　　110億4,470万円
　　　112億6,398万円
　　　　116億3,599万円
　　　　　118億4,815万円
　　　　　119億1,909万円
　　　　115億9,124万円
　　　134億7,898万円
　　　127億3,930万円
　　112億4,286万円
　　92億1,953万円
77億1,561万円
70億1,100万円

平成25年度
平成24年度
平成23年度
平成22年度
平成21年度
平成20年度
平成19年度
平成18年度
平成17年度
平成16年度
平成15年度
平成14年度

207億6,295万円
218億7,384万円
228億   790万円
240億       5万円
248億9,485万円
233億1,924万円
205億3,551万円
211億5,535万円
205億3,016万円
191億4,629万円
171億2,799万円
160億9,164万円

一般会計 特別会計など

　　　　　　　9億9,249万円
　　　　　　9億4,820万円
　　　　　　6億9,022万円
　　　　4億3,004万円
　　　　4億6,019万円
　　　　8億657万円
　　8億3,469万円
　　8億6,820万円
　　8億6,767万円
　　　8億6,923万円
8億6,877万円
8億1,821万円

平成25年度
平成24年度
平成23年度
平成22年度
平成21年度
平成20年度
平成19年度
平成18年度
平成17年度
平成16年度
平成15年度
平成14年度

81億1,610万円
78億9,239万円
78億9,049万円
73億1,777万円
71億2,006万円
67億9,779万円
62億3,648万円
61億1,653万円
63億3,651万円
66億7,350万円
56億9,451万円
55億1,523万円

一般会計 特別会計
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振興券取扱店を募集
　「山県まちづくり振興券」を取り扱う事業者を
随時募集しています。市内に事業所（店舗など）
を有する事業者なら登録できます。
登録方法
　「山県まちづくり振興券取扱店登録申請書」を
提出してください。申請書は、市役所企画財政
課、伊自良支所、美山支所、西武芸出張所およ
び山県市商工会にあります。また、市HPから
もダウンロードできます。

このステッカーが目印です!
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山
県
ま
ち
づ
く
り
振
興
券

交
付
事
業
っ
て
何
？

　

市
が
実
施
す
る
助
成
事
業
に
つ
い
て
、

市
内
の
取
扱
店
で
利
用
で
き
る「
山
県
ま

ち
づ
く
り
振
興
券
」
を
交
付
し
、
転
入
促

進
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
市
内
の
商
工
業

の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
４
つ
の
事
業
を
追

加
し
、
14
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

●
山
県
市
内
の「
山
県
ま
ち
づ
く
り
振
興

券
取
扱
店
」で
使
用
で
き
る
金
券
で
す
。

●
振
興
券
１
枚
の
額
面（
金
額
）は
、
千
円

で
す
。

●
振
興
券
は
、
お
釣
り
は
出
ま
せ
ん
。

●
使
用
期
限
は
、
支
給
し
た
年
度
か
ら
翌

年
度
の
10
月
末
日
で
す
。

●
取
扱
店
の
一
覧
表
は
、
申
請
時
に
お
渡

し
し
ま
す
。
な
お
、
市
HP
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

「
使
用
期
限
」に
注
意
！

　
平
成
25
年
度
に
交
付
し
た「
紫
色
」の
振

興
券
使
用
期
限
は
、
平
成
26
年
10
月
31
日

で
す
。
使
用
期
限
を
確
認
の
う
え
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
26
年
度
の
振
興
券
の
色
は

「
青
色
」で
す
。

事業名　※詳細は各事業の実施要綱などで確認してください
①支給（助成）対象者　　　②支給（助成）対象　　　③支給（助成）額など　　　　　　問 担当課

山県市鳥獣被害防止柵設置
助成事業

①市内に在住する農業者で、農地の境界に防止柵を
設置した人など
②防止柵などの材料の購入金額
③材料の購入金額の3分の1の額（上限5万円、千円
未満切り捨て）

問産業課℡22-6830

山県市鳥獣被害防止柵設置
事務費交付事業

①国の鳥獣被害防止総合対策交付事業により自力施
工で有害鳥獣防止柵を設置した団体など
②自力施工の有害鳥獣防止柵設置に必要な経費
③国からの交付金に相当する額の2%の額（千円未満
切り捨て）

問産業課℡22-6830

新規 新規

山県市
平成26年度

山県まちづくり振興券交付事業
問 企画財政課℡ 22-6825
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山県市新生児出産祝金事業
①市内に在住し、新生児を出産した人（平成26年4月
1日以降の申請から）
②市内に1年以上居住している人、または出産日以
降、市内に居住している期間が1年を経過した人
（申請期間などは要綱による）
③1人につき10万円

問福祉課℡22-6837

山県市新築等祝金事業
①市内建設業者の施工により住宅、工場などを新増
築した人、および市内に住宅、工場を取得して移
住などをする人
②平成25年度以降に初めて課税された住宅、工場など
③固定資産税相当額（千円未満切り捨て）
　※初めて固定資産税が課税されてから3年間

問建設課℡22-6832

山県市出産祝金事業
①市内に在住し、第3子以降を出産した人（平成26年
4月1日以降の申請から）
②市内に1年以上居住している人、または出産日以
降、市内に居住している期間が1年を経過した人
（申請期間などは条例による）
③1人につき10万円

問福祉課℡22-6837

山県市住宅用太陽光発電システム
設置事業
①市内の個人住宅に太陽光発電システムを設置する人や
市内にシステムの付いた住宅を建築または購入する人
②要綱による
③1kwあたり2万円（3kwが上限）

問産業課℡22-6830

山県市防災士取得助成事業
①市内に在住し、防災士資格を取得した人
②資格を取得するのに要した費用
③対象経費の1/2相当額（上限3万円）

問総務課℡22-6820

山県市福祉を担う人づくり
推進助成事業

①市内に在住し、福祉に関する公的資格を取得した人
②指定研修受講料、指定テキスト代、試験受験料など
③対象経費の1/2相当額（上限5万円）

問福祉課℡22-6837

山県市福祉医療費助成事業
①高校生など（15歳から18歳の学生証などを有する
者）の保護者
②高校生などにかかる平成26年1月1日から12月31
日までの医療費
③助成対象医療費から保険給付費などを控除した額
または徴収額などの相当額（千円未満切り捨て）

問市民環境課℡22-6827

山県市全国大会等出場者応援金事業
①市内に在住、在学する人または市立学校を卒業し
た人で、国際的または全国的な文化や体育の大会
に出場する人や団体
②平成26年度以降の支給対象大会
③要綱による

問生涯学習課℡22-6837

山県市げんき高齢者祝金事業
①②平成26年4月1日現在、山県市の住民基本台帳に
登録されている80歳以上で、介護保険未認定者

③1人につき3千円

問福祉課℡22-6837

山県市狩猟免許取得助成事業
①市内に在住し、新たに狩猟免許を取得した人
②講習会受講料、申請手数料など
③取得に要した費用など（10万円を限度。千円未満
切り捨て）

問産業課℡22-6830

山県市国民健康保険優良家庭
表彰事業

①②1年間無受診の国民健康保険該当世帯
③1世帯5千円（3千円から変更）

問市民環境課℡22-6827

山県市木の駅プロジェクト
補助事業

①林地残材を木の駅に出荷した人　
②林地残材の出荷量
③3千円／ｍ3

問産業課℡22-6830

問

新規 新規

変更



            まち●話題のT O P I C S

　

山
県
ア
グ
リ
女
性
の
会
は
2
月
6
日
、

伊
自
良
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
研
修
会
を

行
い
約
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
で
は
、
本
巣
市
で
ギ
ョ
ー

ザ
店
を
営
み
、
ギ
ョ
ー
ザ
を
岐
阜
の
新
し

い
食
文
化
に
し
よ
う
と
活
動
す
る
団
体

「
岐
阜
餃
子
共
和
国
」の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

る
鈴
木
清
倉
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
地
域

の
食
材
を
使
用
し
た
ギ
ョ
ー
ザ
作
り
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
山
県
市
産
の

黒
に
ん
に
く
や
干
柿
を
あ
ん
に
混
ぜ
た

ギ
ョ
ー
ザ
を
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

作
り
、
で
き
あ
が
り
を
試
食
。

　
同
会
の
平
野
道
子
会
長
は「
作
る
の
は

難
し
か
っ
た
け
ど
お
い
し
く
で
き
て
よ

か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
山
県
市
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
講
演
・

舞
台
公
演
会
が
2
月
23
日
、
花
咲
き
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
伝

承
活
用
事
業
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
も

の
で
、
柿
野
獅し

子し

神
楽
、
伊
自
良
十
六
拍

子
、
乾
音
頭
、
葛
原
太
鼓
踊
り
、
立
華
、

北
山
雨
乞
い
太
鼓
・
雨
乞
い
踊
り
の
舞
台

公
演
が
行
わ
れ
、
来
場
者
に
迫
力
あ
る
演

奏
な
ど
地
域
に
根
付
く
伝
統
芸
能
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
舞
台
公
演
に
先
立
ち
、
民
俗
学

の
有
識
者
で
あ
る
清
水
昭
男
さ
ん
が「
無

形
民
俗
文
化
財
を
大
事
に
す
る
意
義
と

は
」
と
題
し
講
演
を
行
い
、
文
化
財
保
護

の
重
要
性
を
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
平
成
25
年
度
岐
阜
県
ふ
る

さ
と
教
育
表
彰
の
優
秀
賞
に
、
い
わ
桜
小

学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
県
が「
清
流
の
国
づ
く

り
」
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
郷
土
へ
の
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育

む
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
い
わ
桜

小
学
校
は
イ
ワ
ザ
ク
ラ
の
保
護
活
動
に
全

校
児
童
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
る
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

2
月
24
日
に
県
庁
で
行
わ
れ
た
表
彰

式
で
は
、
児
童
代
表
が
活
動
報
告
を
し
ま

し
た
。

　
2
月
23
日
、
市
地
域
福
祉
推
進
市
民
会

議
な
ど
の
主
催
で
平
成
25
年
度
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
美
山
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
、
約
1
5
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
本
市
と
同
じ

よ
う
に
福
祉
の「
市
民
会
議
」を
設
け
て
い

る
三
重
県
桑
名
市
と
愛
知
県
岩
倉
市
か
ら

会
議
委
員
が
参
加
し
、「
住
民
み
ん
な
が

主
役　
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
事
例
な
ど
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
わ
桜
小
学
校
の
深
見
秀
文

教
諭
か
ら
、
同
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
福

祉
教
育
に
つ
い
て
の
活
動
報
告
も
あ
り
ま

し
た
。

地
域
の
食
材
を
包
ん
だ

　
ギ
ョ
ー
ザ
づ
く
り
を
学
ぶ

地
域
に
根
付
く
伝
統
芸
能
披
露

い
わ
桜
小
学
校

県
ふ
る
さ
と
教
育
表
彰
の
優
秀
賞

地
域
福
祉
へ
の
思
い
を

各
市
が
発
表
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3
月
1
日
、
美
山
中
央
公
民
館
で
合
併

10
周
年
記
念
事
業
N
H
K
ラ
ジ
オ
番
組

「
真
打
ち
競
演
」
の
公
開
録
音
が
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
約
4
0
0
人
を
超
え
る
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
公
開
録
音
で
は
、
三
遊
亭
歌
武
蔵

さ
ん
と
古
今
亭
菊
丸
さ
ん
の
落
語
や
堺
す

す
む
さ
ん
の
漫
談
、
青
空
球
児
・
好
児
さ

ん
の
漫
才
な
ど
、
6
組
が
珠
玉
の
話
芸
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
山
県
市
を
テ
ー
マ
に
し
た
ネ
タ
を
披
露

し
た
出
演
者
も
あ
り
、
会
場
内
は
笑
い
の

渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
公
開
録
音
は
4
月
5
日

（
土
）と
12
日（
土
）の
午
前
10
時
5
分
か
ら

N
H
K
ラ
ジ
オ
第
1
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
山
県
市
山
里
再
生
委
員
会
が
、
美
山
地

域
の
製
材
所
で
杉
材
を
利
用
し
た
組
み
立

て
式
の
屋
台
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
こ
れ
を
市
内
の
公
益
活

動
を
行
う
団
体
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
す
る
備
品
は
、
杉
屋
台
5
台
、

鉄
板
、
く
し
焼
き
器
で
す
。

　
地
域
の
祭
り
の
雰
囲
気
に
合
う
の
は
も

ち
ろ
ん
、
県
内
外
へ
山
県
市
を
P
R
す
る

際
に
活
用
す
れ
ば
、
周
り
か
ら
注
目
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

貸
し
出
し
を
希
望
す
る
場
合
は
、
山

県
市
山
里
再
生
委
員
会
事
務
局（
℡
55
─

3
1
1
1
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

珠
玉
の
話
芸
に

会
場
内
が
笑
い
で
包
ま
れ
る

地
域
の
祭
り
に
い
か
が

杉
の
屋
台
を
貸
し
出
し

岐阜県中古車自動車販売協会
岐阜支部が寄付

村瀨貴紀さん
空手形の部で全国大会に出場

故後藤利瑗さん
「旭日単光章」受章

　

岐
阜
県
中
古
自
動
車
販
売
協
会
岐
阜
支
部（
長

屋
敏
支
部
長
）は
、
会
員
の
店
舗
な
ど
で
集
め
た

10
万
円
を
市
に
寄
付
す
る
た
め
、
1
月
20
日
に
市

長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
金
は
山
県
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

と
し
て
受
領
し
、
市
長
お
ま
か
せ
・
ふ
る
さ
と
ま

る
ご
と
支
援
事
業
と
し
て
平
成
26
年
度
以
降
活
用

し
ま
す
。

　
は
ま
な
す
杯
第
8
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜

大
会
の
出
場
報
告
の
た
め
、
村
瀨
貴
紀
さ
ん（
高

富
中
②
）が
2
月
18
日
、
教
育
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　
年
長
か
ら
空
手
を
始
め
た
村
瀨
さ
ん
は
、
10
月

に
行
わ
れ
た
県
大
会
形
の
部
で
3
位
と
な
り
全
国

大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
、「
日
ご
ろ
の
成
果

を
発
揮
し
て
ベ
ス
ト
8
に
進
出
し
た
い
」
と
力
強

く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
1
月
31
日
、
元
山
県
市
議
会
議
員
の
故
後
藤
利

瑗
さ
ん
に
対
す
る
叙
勲「
旭
日
単
光
章
」受
章
伝
達

式
を
行
い
ま
し
た
。

　
後
藤
さ
ん
は
、
平
成
11
年
10
月
に
高
富
町
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、
平
成
25
年
11
月
ま
で
の
連
続

14
年
2
カ
月
の
長
い
間
、
地
方
自
治
の
発
展
に
尽

く
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
後
藤
さ
ん
の
妻
、
弥

惠
子
さ
ん
と
長
男
、
利
裕
さ
ん
に
勲
記
と
勲
章
を

市
長
が
伝
達
し
ま
し
た
。
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4月6日（日）〜15日（火）

春の全国交通安全
運動の実施

　
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
外
出
す

る
機
会
が
多
く
な
る
こ
の
時
期
。
新
た
な

生
活
を
始
め
る
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
慣
れ
な
い
通
勤
、
通
学
で
戸
惑
う
こ

と
も
あ
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ

れ
ま
す
。時
間
の
余
裕
と
、緊
張
感
を
持
っ

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進（
特
に
自

転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

▼
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

・
通
園
、
通
学
す
る
子
ど
も
た
ち
を
交
通

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
や
地
域
の
大
人
が
手
本
と
な
っ
て

基
本
的
な
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
教
え
、

交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

▼
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
高
齢
者
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
安
全

な
交
通
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

・
交
通
事
故
死
者
数
全
体
の
う
ち
高
齢
者

が
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ん
は
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
五
輪
だ
け
?  

二
輪
も
四
輪
も
　
お
・
も
・
い
・
や
・
り
」

あ
な
た
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
!

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人（
依

頼
会
員
）の
要
望
に
応
じ
て
、
子
育
て
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
人（
援
助
会
員
）を
紹

介
し
、
相
互
の
信
頼
と
了
解
の
う
え
で
一

時
的
に
お
子
さ
ん
を
預
か
る
相
互
援
助
活

動
の
会
員
組
織
で
す
。

▼
利
用
方
法

　
事
前
に
会
員
登
録（
無
料
）の
う
え
、
電

話
で
利
用
日
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
人

　
お
お
む
ね
1
歳
か
ら
小
学
6
年
生
以
下

の
お
子
さ
ん
を
持
つ
市
内
に
在
住
ま
た
は

在
勤
の
人
。

▼
こ
ん
な
と
き
に
ご
利
用
を

・
産
前
産
後
に
上
の
子
を
預
か
っ
て
ほ
し

い
。

・
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
送
迎
し
て
ほ
し
い
。

・
保
育
施
設
な
ど
の
保
育
の
開
始
前
、
終

了
後
に
預
か
っ
て
ほ
し
い
。

・
自
分
が
病
院
へ
行
き
た
い
の
で
預
か
っ

て
ほ
し
い
。

・
冠
婚
葬
祭
の
間
、
預
か
っ
て
ほ
し
い
。

・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
が
欲
し
い
。

・
仕
事
と
育
児
の
両
立
の
た
め
に
預
か
っ

て
ほ
し
い
。

な
ど

※
原
則
、
援
助
会
員
の
家
庭
で
お
子
さ
ん

を
預
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
会
員
相
互
の

合
意
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
病
気
中
な
ど
の
お
子
さ

ん
を
預
か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
利
用
料
金

※
2
人
目
か
ら
は
半
額
で
す
。

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
子
ど
も
げ
ん

き
は
う
す
内
）℡
23
─
2
3
2
3

▼
受
付
日
時

火
〜
金
曜
日
の
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

援
助
会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
!

問企画財政課℡22-6825
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時
間
帯

料
金（
1
時
間
あ
た
り
）

平
日

8
時
〜
17
時
7
0
0
円

右
記
以
外

8
0
0
円

土
日

祝
日

8
時
〜
17
時
9
0
0
円

右
記
以
外

1
，0
0
0
円

預かってもらえて
安心…。



笑
顔
で
年
を
重
ね
て
い
こ
う
!

  
「
介
護
予
防
教
室
」

　
　
　  
参
加
者
募
集

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
健
や
か
な
生
活
、

い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
能
力
や
体
力
・
筋

力
の
維
持
・
向
上
、
認
知
症
予
防
、
心
の

健
康
づ
く
り
な
ど
、
楽
し
い
仲
間
と
と
も

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

新 講 座 男性限定! トレーニングジムで体をきたえて心も体もますます元気に!
「月曜メンズトレーニング講座」 4〜6月コース参加者募集

　メディカルフィットネス勤務経験のある健康運
動指導士が、受講者一人ひとりに合った個別メ
ニューを提案します。
　全6回のコースで、マシンの選び方や適切な使用
方法、負担のかからない回数や時間などのアドバ
イスを受け、個別にトレーニングします。

▼対象　山県市に住民登録のある、おおむね60歳
以上の男性（要支援・要介護認定を受けていない
人）先着10人

▼内容　マシンを用いた運動、ストレッチなど
▼日時　4〜6月（全6回）講座、毎月第1・第3月曜日
の13時〜14時30分、初回は4月14日

▼場所　総合体育館トレーニングルーム

▼持ち物　教室参加費100円とルーム使用料、動き
やすい服装、室内用運動シューズ、タオル、水
分補給用の水やお茶など

▼注意事項　現在治療中の人は、事前に主治医の
許可が必要です。

「男の生きがい教室」
▼対象　山県市に住民登録のある、おおむね60歳以上の
男性（要支援・要介護認定を受けていない人）

▼内容　教養、調理、軽スポーツ、健康づくり、趣味・
創作活動、地域に役立つ活動、季節のイベントなど

▼日時　毎週木曜日の午前10時〜正午
▼場所　美山中央公民館
▼持ち物　参加費1回100円

「いこいの広場」
▼対象　山県市に住民登録のある、おおむね60歳以上の
人（要支援・要介護認定を受けていない人）

▼内容　調理実習、軽い運動、脳のトレーニング、健康
相談、作品づくり、子ども達との交流、遠足など

▼持ち物　参加費1回100円（その他材料費）
▼曜日・場所　火：北山公民館・桜尾公民館・旧法務局、
水：葛原公民館・谷合公民館・高富公民館・美里会館、
木：青波福祉プラザ・西武芸公民館・富岡公民館・梅
原公民館、金：美山構造改善センター・乾公民館・大

桑多目的センター・伊自良老人福祉センター
▼時間　10時〜15時ごろ

「かんたん筋トレ教室」
▼対象　山県市に住民登録のある、おおむね60歳以上の
人（要支援・要介護認定を受けていない人）

▼内容　いすに座って行う筋力トレーニング、バランスト
レーニング、ストレッチ、リズム運動、マッサージなど

▼場所・日時　①山県市総合体育館：毎月第1・第3月曜
日の午前10時〜11時30分　②美山中央公民館：毎月
第1・第3火曜日の午前10時〜11時30分　③谷合公民
館：毎月第1・第3火曜日の13時30分〜15時　④伊自
良支所：毎月第2・第4火曜日の10時〜11時30分　⑤
桜尾公民館：毎月第2・第4火曜日の13時30分〜15時

▼持ち物　参加費1回100円、動きやすい服装、運動シュー
ズ、タオル、水分補給用の水やお茶など

▼注意事項　現在治療中の人は、事前に主治医の許可が
必要です。

問NPO法人どんぐり会　　　　　　　　  ℡52-2512
　地域包括支援センター（健康介護課内）　℡22-6838

わたしたちといっしょに楽しみましょう！
NPO法人どんぐり会
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毎日１回15分間放送
毎週月曜日	 20:00～20:15
毎週火曜日	 10:45～11:00
毎週水曜日　  6 :00～ 6 :15
毎週木曜日	 15:30～15:45
毎週金曜日	 20:30～20:45
毎週土曜日	 13:45～14:00
毎週日曜日	 11:45～12:00

地上デジタル放送12chのチャンネル長良川

山県市広報番組 
企画財政課　℡22-6825

画像提供：CCN　チャンネル長良川

毎日２回15分間放送
8:30～8:45　19:00～19:15

地上デジタル放送11chのチャンネル長良川11

リポーターの堺梨乃です。今月の放送内容はこちら。

●企業支援の一環としてこのほど制作した、水栓
バルブをPRするアニメーション「鋳

ちゅう

じいちゃんの
美
み

山
やま

語
がたり

～岐阜水栓バルブ発祥の地」を紹介します。

●「元気もりもり！やまがたっ子」では、「大桜保育
園」を紹介します。

　

市
公
共
交
通
会
議
は
、「
市
公
共
交
通

総
合
連
携
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
、
バ

ス
事
業
者
、
市
が
協
力
し
た
公
共
交
通
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
10

月
の
改
正
に
続
い
て
利
用
者
の
意
見
を
反

映
し
、
４
月
か
ら
ハ
ー
バ
ス
大
桑
線
・
伊

自
良
線
を
、
午
前
中
の
一
部
の
便
を
除
い

て
平
和
堂
高
富
店
に
乗
り
入
れ
ま
す
。

公
共
交
通
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行

　
自
主
運
行
バ
ス
だ
け
で
な
く
営
業
路
線

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
案
内
も
含
め
た「
公

共
交
通
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
新
た
に
発
行

し
、
今
月
号
の
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
ま

し
た
。

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の

拡
大

　
す
で
に
導
入
し
て
い
る
岐
北
線
と
板
取

線
の
ほ
か
、
ハ
ー
バ
ス
各
線
に
も
順
次
拡

大
し
ま
す
。

※
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
は

　
各
バ
ス
停
に
掲
示
し
て
あ
る
QR
コ
ー
ド

を
携
帯
電
話
で
読
み
取
り
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
で
、
そ
の
バ
ス
停
を
発
車
す
る
バ
ス

の
時
刻
と
接
近
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

４
月
の
改
正
内
容

　
自
主
運
行
バ
ス
の
一
部
の
便
で
ル
ー
ト

と
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
し
た
。
詳
し
い

ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
は
、
公
共
交
通
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
、
市
HP
、
岐
阜
バ
ス
HP
ま
た
は
乗

車
バ
ス
停
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ハ
ー
バ
ス
大
桑
線
・
伊
自
良
線
の
平
和

堂
乗
り
入
れ
と
ダ
イ
ヤ
改
正

　
平
和
堂
高
富
店
へ
の
乗
り
入
れ
な
ど
に

伴
い
、
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
岐
北
線
神
崎
系
統
の
一
部
区
間
運
休

　
平
日
に
運
行
し
て
い
た
神
崎
―
徳
永
口

便
は
、
学
休
日
の
み
谷
合
―
徳
永
口
の
間

を
運
休
し
ま
す
。

▼
岐
北
線
・
板
取
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正

▼
バ
ス
停
名
称
変
更

　
自
主
運
行
バ
ス
と
営
業
路
線
バ
ス
各
線

の
バ
ス
停「
岐
北
病
院
前
」の
名
称
が
、「
岐

北
厚
生
病
院
前
」と
な
り
ま
し
た
。

問・
運
行
状
況
や
忘
れ
物
に
関
す
る
こ
と

　
岐
阜
バ
ス
高
富
営
業
所
℡
22
―
５
０
１
０

・
自
主
運
行
バ
ス
に
関
す
る
こ
と

　
企
画
財
政
課
℡
22
―
６
８
２
５

公
共
交
通
対
策

み
ん
な
で
つ
く
り
、
守
り
、

育
て
る
生
活
交
通
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突
然
の
心
停
止
者
へ
の
迅
速
な
救
命
活

動
に
備
え
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
Ａ
Ｅ

Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
無
料
貸
し

出
し
を
始
め
ま
す
。

▼
貸
出
対
象
行
事

　
市
内
で
行
わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
、
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
参
加
が
あ
る

も
の
。

▼
貸
出
対
象
者

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
主
催
者
で
あ
る

団
体
に
貸
し
出
し
ま
す
。

▼
貸
し
出
し
条
件

　
医
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
ま
た
は
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
む
救
命
講
習
な
ど
を

修
了
し
て
い
る
も
の（
以
下「
有
資
格
者
な

ど
」と
い
う
）が
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

開
催
期
間
中
に
常
時
会
場
に
配
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
営
利
目
的
の
使
用
を
前
提
と
し
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
は
、
貸
し
出
し
で
き
ま

せ
ん
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
時
に
は
、

主
催
者
に
よ
っ
て
会
場
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
備
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
放
送
設
備
な
ど
で

Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
貸
出
期
間

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
期
間
お
よ

び
そ
の
前
後
の
期
間
と
し
、
最
長
７
日
間

と
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　
原
則
と
し
て
貸
し
出
し
を
受
け
よ
う
と

す
る
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
自
動
体
外

式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）借
用
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
有
資
格
者
な
ど
の
資

格
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し
を
添
え
て

南
消
防
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
期
講
習

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
も
含
め
た
、
命
を

救
う「
も
し
も
の
と
き
」の
対
処
法
を
学
ん

で
も
ら
う
た
め
、
毎
月
第
2
日
曜
日
に

「
定
期
救
命
講
習
会
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
南
消
防
署
℡
22
―
０
１
１
９

　
北
消
防
署
℡
55
―
２
１
１
９

AED
 A  E  D の
無 料 貸 し 出 し

火災発生時に行う３つ対応

　火災がひとたび発生すると、貴重な生命や財産
が失われることになります。万一、わが家で火災
が発生したときに備えて、効果的な対処方法を学
びましょう。

１．早く知らせる
　すばやく119番通報します。自分一人しかいないとき
は初期消火を始める一方で、近所に大声で「火事だ！」
と知らせ、119番通報と消火の応援を求めましょう。

２．早く消す
　消火器や水バケツなどで初期消火を行いましょう。
一般的に、火が天井にまわったら初期消火をあき
らめるときです。あとは素早く避難しましょう。

３．早く逃げる
　煙の移動は速いので、素早く避難しましょう。
煙に巻かれると呼吸障害を起こしたり、最悪の場

ダイヤル 119 火災・救急・救助は119　消防本部 ℡22-0119

合は死に至ったりするケースもあります。初期消
火を行う場合は煙の状態にも気をつけましょう。
子どもやお年寄り、病人などは火災発見と同時に
避難させましょう。

　火災が発生した際は、誰もがあわてていたり気
が動転していたりするため、119番通報や初期消火、
避難がうまくできないことがあります。いざとい
うときのために日ごろから火災に備えた訓練をし
ておきましょう。
　訓練の問い合わせは、最寄りの消防署まで。
　南消防署　℡22-0119　北消防署　℡55-2119
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子
ど
も
お
茶
教
室
生
募
集

　
文
化
の
里
古
田
紹
欽
記
念
館
で
は
、
裏

千
家
の
大
島
宗
甫
氏
の
指
導
で
子
ど
も
お

茶
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
の
教
室
生
を
若
干
人
募
集
し

ま
す
。

▼
対
象　
小
中
学
生

▼
募
集
期
間　

４
月
１
日（
火
）〜
30
日

（
日
）

▼
開
講
日　
毎
月
第
２
土
曜
日
10
時
30
～

11
時
30
分（
８
月
は
休
み
）

▼
初
回
開
講
日　
５
月
10
日（
土
）

▼
内
容　
基
本
的
な
け
い
こ
、
お
茶
会
参

加
な
ど

▼
参
加
費　
年
間
３
，
０
０
０
円

　
（
抹
茶
・
菓
子
代
３
０
０
円
×
10
回
）

▼
場
所　
古
田
紹
欽
記
念
館
和
室

問
古
田
紹
欽
記
念
館　
℡
36
―
１
０
２
３

心
揺
さ
ぶ
る
感
動
物
語

　
　
　
　
　
　
　

第
４
弾　

上
演
決
定
！

山
県
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
演
劇「
や
ま
が
た
り
」

出
演
者
募
集

　
山
県
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
演
劇
を
一
緒
に

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
出
演
者
の
ほ
か
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す
。

▼
公
演
日　
８
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

▼
対
象　
お
お
む
ね
小
学
校
３
年
生
以
上

※
け
い
こ
と
公
演
に
要
参
加
、参
加
無
料
、

　
出
演
報
酬
な
し

▼
応
募
期
限　
５
月
13
日（
火
）　
17
時

▼
初
回
顔
合
わ
せ　
５
月
17
日（
土
）　
13

時
～　
以
降
、
本
番
公
演
ま
で
30
回
程

度
の
け
い
こ
を
行
い
ま
す
。

問
花
咲
き
ホ
ー
ル　
℡
36
―
2
3
2
3

雑
誌
を
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す

　
平
成
24
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
図
書

館（
室
）で
閲
覧
し
て
い
た
雑
誌
を
無
料
で

お
譲
り
し
ま
す
。
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

▼
期
間　

４
月
26
日（
土
）～
５
月
11
日

（
日
）

▼
場
所　
市
図
書
館
・
高
富
中
央
公
民
館

図
書
室
・
み
や
ま
ジ
ョ
イ
フ
ル
倶
楽
部

図
書
室

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
中

　
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

た
め「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
」を
募
集
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

図
書
館
上
映
会
の
お
知
ら
せ

　
図
書
館
本
館
で
は
、
シ
ア
タ
ー
セ
ッ
ト

に
よ
る
子
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
を
、

入
場
無
料
で
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
４
月
27
日（
日
）　
14
時
～

▼
ア
ニ
メ　
「
チ
ャ
ー
リ
ィ
と
こ
ぐ
ま
の

ミ
モ 

１
」（
35
分
）

美しく生きることを生涯追求した古田紹欽さんが私たちに問いかけるものとは…？

紹欽さんの

● 

今
月
の
ひ
と
こ
と
　

　
現
代
人
は
と
か
く
自
分
を
粗

末
に
し
が
ち
で
あ
る
が
、
自
分

の
価
値
を
知
ら
な
い
と
自
然
に

そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
も
し
人
間
が
金
銀
財
宝
の
よ

う
な
も
の
ば
か
り
大
切
に
し

て
、
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
忘
れ
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
か
。も
っ
と
も
、

自
分
を
大
切
に
せ
よ
と
い
っ
て

も
、
大
切
に
す
る
だ
け
の
値
う

ち
が
自
分
に
な
か
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
も
な
か
ろ
う
。

　
人
間
は
人
間
と
し
て
の
値
う

ち
を
自
分
に
与
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
つ
い
て
は
、
自
分
の

値
う
ち
は
ど
う
し
た
ら
得
ら
れ

る
か
で
あ
る
。
人
間
と
し
て
生

ま
れ
た
と
い
う
だ
け
で
は
、
こ

の
値
う
ち
を
い
う
の
に
は
充
分

で
は
な
い
。

　
人
間
は
人
間
ら
し
い
人
間
に

な
る
よ
う
に
つ
と
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

古
田
紹
欽「
禅
の
こ
こ
ろ
」

　
　
　
　
　
　
　
平
凡
社
参
照

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ  

文
化
の
里
か
ら
の
お
知
ら
せ【問い合わせ先】

  花咲きホール
  ℡36-2323　FAX36-2777

〈今後のイベント〉
山県市役所
ロビーコンサート
「ランチタイムコンサート」
▶日　時　4月23日（水）
　　　　　12時〜12時45分
▶出演者　林みゆき（ピアノ）

℡
36
─
3
3
3
9
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山県市生涯学習
まちづくり出前講座・
ふれあい市民講座
メニュー
問　生涯学習課℡22-6845

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

　
市
職
員
な
ど
が
講
師
と
な
り
、
行
政
の

取
り
組
み
や
情
報
な
ど
を
皆
さ
ん
に
分
か

り
や
す
く
お
届
け
し
ま
す
。

▼
対
象　
学
校
、
子
ど
も
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
、

グ
ル
ー
プ

▼
日
時　
開
庁
日
の
９
時
～
21
時

▼
申
込
方
法　
実
施
予
定
日
の
1
カ
月
前

ま
で
に
、
申
込
書
を
生
涯
学
習
課
ま
た
は

各
中
央
公
民
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
生
涯
学
習
課
と
各
中
央
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。
市
HP
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

全
に
～
公
園
の
役
割
と
利
用
～
◦
都
市
計

画
っ
て
何
？
◦
木
造
住
宅
の
耐
震
化
◦
東

海
環
状
自
動
車
道
の
話

水
道
課

◦
水
道
の
し
く
み
◦
下
水
道
の
し
く
み

消
防
本
部（
南
消
防
署
・
北
消
防
署
）

◦
普
通
救
急
救
命
講
習
会
◦
救
急
講
習
会

◦
消
防
関
係
全
般
の
講
話
と
実
技
◦
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発
説
明
会
◦
防

炎
物
品
・
製
品
の
普
及
啓
発
講
座
◦
災
害

図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）

総
務
課

◦
山
県
市
の
行
政
組
織
◦
山
県
市
の
防
災

対
策
◦
選
挙

企
画
財
政
課

◦
交
通
安
全
教
室
◦
男
女
共
同
参
画
社
会

◦
山
県
市
の
財
政
状
況
◦
山
県
市
の
公
共

交
通
◦
山
県
市
の
行
政
改
革

市
民
環
境
課

◦
市
民
環
境
課
窓
口
業
務
◦
国
民
健
康
保

険
制
度
◦
国
民
年
金
制
度
◦
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
◦
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク

ル
◦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

税
務
課

◦
租
税
教
室
◦
住
民
税
の
あ
ら
ま
し
◦
固

定
資
産
税
の
あ
ら
ま
し

福
祉
課

◦
障
が
い
者
福
祉
◦
子
育
て
支
援
◦
高
齢

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

健
康
介
護
課

◦
精
神
保
健
福
祉
◦
介
護
保
険
制
度
◦
す

く
す
く
子
育
て
講
座
◦
歯
と
お
口
の
健
康

学
習
会
◦
食
育
教
室
◦
介
護
予
防
事
業
◦

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
◦
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
よ
う
◦
介
護
予
防
講
座
◦

食
生
活
改
善
教
室

産
業
課

◦
農
地
法
の
基
礎
知
識
◦
農
業
用
た
め
池

「
伊
自
良
湖
」

建
設
課

◦
山
県
市
の
道
路
・
河
川
・
砂
防
◦
道
路

河
川
工
事
の
進
め
方
◦
楽
し
く
遊
ぼ
う
安

学
校
教
育
課

◦
市
内
の
小
中
学
校
の
紹
介
◦
児
童
・
生

徒
理
解

生
涯
学
習
課

◦
山
県
市
地
域
史
講
座
◦
山
県
市
の
生
涯

学
習
◦
子
ど
も
活
動
指
導
者
講
座
◦
学
校

コ
ラ
ボ
レ
ー
タ
ー
事
業
◦
人
権
啓
発
講
座

◦
体
力
測
定
◦
図
書
館
利
用
案
内
◦
絵
本

等
読
み
聞
か
せ

ふれあい市民講座
　市民の皆さんが講師を務める出前講座です。申込方法などは
市の出前講座と同じです。開催日や条件などは講師に相談して
ください。
▼費用　講師料1,000円（別途材料費などが必要な場合があります）

●お茶、お花サークル　講師：山口久美子
　堅苦しくない雰囲気でお茶、お花をやってみましょう。
●ゆかたの着付け　講師：鷲見きた子
　自分でゆかたを着て盆踊りや花火大会に出かけませんか。
●服部カラオケ教室　講師：服部信夫
　歌謡曲基礎より指導。歌の奥の深さを覚えてもらうわかりや
すい指導。歌が上手になれる根本指導。
●山県の「よさ」を見つける　講師：代表　西村覺良
　山県の自然・歴史・文化などの「よさ」を調査・研究し、多く
の人々と見学・交流する。
●子育てについて　講師：石橋剛
　幼児・小学生の発達と子育てについて。
●禁煙出前講座　講師：山県市薬剤師会代表　原田昭治
　禁煙について、DVD上映と講演会など。



西
武
芸
出
張
所
を
移
転

　
４
月
１
日
か
ら
、
西
武
芸
出
張
所
は
美

山
中
央
公
民
館
内
の
事
務
室
へ
移
転
し
ま

す
。
車
で
来
庁
す
る
場
合
は
、
美
山
中
央

公
民
館
玄
関
奥（
中
央
公
民
館
事
務
室
前
）

の
駐
車
場
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
取
り
扱
い
業
務
は
従
来
ど
お
り

で
す
。

問
西
武
芸
出
張
所
℡
52
―
3
1
0
0

平
成
26
年
度
は
休
日
窓
口
を

新
規
に
開
設

　
毎
月
25
日
に
開
設
し
て
い
る
夜
間
窓
口

に
加
え
、
平
成
26
年
５
月
か
ら
平
成
27
年

２
月
ま
で
の
間
、
毎
月
第
２
日
曜
日
に
新

た
に
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

▼
開
設
日　
平
成
26
年
５
月
11
日
・
６
月

８
日
・
７
月
13
日
・
８
月
10
日
・
９
月
14

日
・
10
月
12
日
・
11
月
９
日
・
12
月
14
日
・

平
成
27
年
１
月
11
日
・
２
月
８
日

▼
開
設
時
間　
９
時
～
正
午

▼
開
設
窓
口　
市
民
環
境
課
・
税
務
課
・

税
務
課
徴
収
対
策
室
・
水
道
課
・
福
祉
課

個
人
住
民
税
の
均
等
割
加
算

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地

方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の

施
策
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10

年
間
、
個
人
住
民
税
の
均
等
割
額
に
年
間

１
，
０
０
０
円（
県
民
税
５
０
０
円
・
市

民
税
５
０
０
円
）が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
・
県
民
税
は

　
　
岐
阜
県
庁
税
務
課
課
税
係

　
　
℡
0
5
8
―
2
7
2
―
1
1
5
3

　
・
市
民
税
は

　
　
税
務
課
℡
22
―
6
8
2
2

平
成
26
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　
平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月

額
１
５
，
２
５
０
円
で
す
。
保
険
料
は
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
に
は
、
納
付
が
困
難
な
と
き

は「
保
険
料
免
除
制
度
」、
30
歳
未
満
の
人

は「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」、
学
生
の
人

は「
学
生
納
付
特
例
制
度
」な
ど
、
保
険
料

納
付
が
免
除
さ
れ
た
り
猶
予
さ
れ
た
り
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
人

は
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
免
除
な
ど
の
承
認
が
さ

れ
た
期
間
は
、
老
後
に
年
金
を
受
け
取
る

た
め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な

く
、
万
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
資
格
期
間
に
も

含
ま
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構　
岐
阜
北
年
金
事
務
所

℡
0
5
8
―
2
9
4
―
6
3
6
7

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
就
学
を
援
助

　

義
務
教
育
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た

め
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
就
学
が
困
難
な

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学
用
品

費
や
給
食
費
な
ど
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

▼
申
請
手
続

  

平
成
26
年
度
の
就
学
援
助
を
希
望
す
る

人
は
、
就
学
援
助
費
支
給
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
4
月
30
日（
水
）ま
で
に

通
学
す
る
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
は
、
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課

に
あ
り
ま
す
。

  
詳
し
い
手
続
方
法
は
、
4
月
上
旬
に
各

学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る「
山
県
市
就
学
援

助
制
度
に
つ
い
て
の
ご
案
内
」
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
℡
22
―
6
8
4
4

お
知
ら
せ
広
場
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４
月
か
ら
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
を
開
始

　
不
妊
で
悩
む
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
り
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
仕
組

み
づ
く
り
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た

事
業
で
す
。

　
岐
阜
県
の
指
定
医
療
機
関
で
特
定
不
妊

治
療
を
受
け
た
夫
婦
を
対
象
に
、
助
成
金

を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
治
療

　
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精

▼
助
成
内
容

　
年
間
10
万
円
を
限
度
と
し
て
通
算
５
年

間
支
給

※
岐
阜
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に

よ
り
助
成
を
受
け
た
場
合
は
、
助
成
を
受

け
た
額
を
対
象
費
用
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　
助
成
の
対
象
者
は
、
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
で
す
。

・
岐
阜
県
の
指
定
医
療
機
関
で
特
定
不
妊

治
療
を
受
け
て
い
る
人

・
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
方
法
で
は
妊
娠

の
見
込
み
が
な
い
か
、
極
め
て
少
な
い
と

指
定
医
療
機
関
の
医
師
に
診
断
さ
れ
た
、

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

・
夫
か
妻
の
ど
ち
ら
か
一
方
ま
た
は
両
方

が
山
県
市
に
住
所
を
有
す
る
人

▼
所
得
制
限

　

夫
と
妻
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

７
３
０
万
円
未
満
の
人
で
す
。

問
健
康
介
護
課
℡
22
―
6
8
3
9

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が
集
団
接

種
か
ら
個
別
接
種
に
変
更

　
今
ま
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
に
つ
い
て
は

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
集
団
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日

か
ら
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
す
べ
て
の
予
防
接

種
が
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
山
県
市
指
定
医
療
機
関
ま
た

は
岐
阜
県
広
域
化
予
防
接
種
事
業
に
参
加

し
て
い
る
か
か
り
つ
け
医
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

問
健
康
介
護
課
℡
22
―
6
8
3
9

山
火
事
予
防
運
動
を
実
施
中

　
春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
風
の
強
い
日

が
多
い
た
め
、
山
火
事
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
山
火
事
は
い
っ
た
ん
発
生
す

る
と
、
消
火
が
容
易
で
な
い
ば
か
り
か
貴

重
な
森
林
資
源
を
失
い
、
そ
の
森
林
機
能

を
回
復
さ
せ
る
の
に
多
大
な
時
間
、費
用
、

労
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
山
火
事
は
、
た
き
火
、
た
ば
こ
の
火
の

不
始
末
、
火
遊
び
な
ど
が
主
な
原
因
で
起

き
て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
産
業
課
℡
22
―
6
8
3
0

お知らせ広場

Pick up!

　市内の一部地域ではギフチョウの
生息が確認されています。市民参画
による保護と生息環境保全を目的
に、現在、ギフチョウとその食草（カ
ンアオイ）の調査を行っています。
　調査員が皆さんの地域に伺います
ので、ギフチョウについての情報提
供などご協力お願いします。

問生涯学習課　℡22−6845

浅野哲夫調査員 山田哲也調査員

ギフチョウの調査にご協力を
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日
日
雇
用
職
員
募
集

▼
募
集
人
員　
若
干
人

▼
賃
金　
日
額
８
，
７
５
０
円（
時
給
１
，

２
５
０
円
）

▼
勤
務
地
・
内
容　
健
康
介
護
課
・
精
神

保
健
業
務（
相
談
・
訪
問
な
ど
）

▼
勤
務
日
・
時
間　
月
～
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）・
９
時
～
17
時（
１
日
７
時
間
）

▼
雇
用
期
間　
平
成
26
年
７
月
１
日
～
平

成
27
年
３
月
31
日

▼
免
許
・
条
件　
保
健
師
ま
た
は
精
神
保

健
福
祉
士
の
免
許
な
ど
を
有
す
る
人

▼
保
険　
社
会
保
険
と
雇
用
保
険
に
加
入

▼
応
募
方
法　
４
月
25
日（
金
・
必
着
）ま

で
に
免
許
な
ど
を
有
す
る
こ
と
が
わ
か
る

書
類
と
履
歴
書
を
健
康
介
護
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
介
護
課
℡
22
―
6
8
3
9

家
族
の
会「
み
ど
り
の
会
」

　
「
心
の
病
」を
抱
え
た
家
族
を
持
ち
、
ど

こ
に
も
相
談
で
き
ず
悩
ん
で
い
る
人
の
た

め
に
、
家
族
の
会（
み
ど
り
の
会
）を
開
い

て
い
ま
す
。
こ
の
会
は
、
精
神
障
が
い
を

持
つ
人
の
家
族
の
た
め
の
憩
い
の
会
で

す
。
同
じ
思
い
を
持
つ
仲
間
同
士
、
そ
の

悩
み
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
語
ら
い
の

な
か
で
、
気
持
ち
が
晴
れ
何
か
糸
口
が
見

つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
人

も
大
歓
迎
で
す
。

▼
日
時　

４
月
18
日（
金
）・
７
月
18
日

（
金
）・
10
月
17
日（
金
）・
１
月
16
日（
金
）

の
15
時
～
16
時
30
分

▼
場
所　
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
交
流
会
・
情
報
交
換

問
健
康
介
護
課
℡
22
―
6
8
3
9

「
健
や
か
の
会
」会
員
募
集

　
「
健
や
か
の
会
」は
、
一
緒
に
健
康
づ
く
り

を
楽
し
む
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
リ
ン

パ
健
康
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、
健
康
づ
く
り

の
方
法
を
紹
介
す
る
市
民
体
験
講
座
を
市

と
協
働
で
企
画
運
営
し
ま
す
。
会
員
は
優

先
的
に
講
座
を
体
験
で
き
、
年
１
回
会
員

限
定
の
講
座
も
行
う
予
定
で
す
。

　
現
在
の
会
員
数
は
約
60
人
で
す
。
健
康

寿
命
を
延
ば
す
た
め
、
一
緒
に
健
康
づ
く

り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
申
込
期
限　
４
月
25
日（
金
）

※
申
込
者
に
は
後
日
、
詳
し
い
内
容
を
郵

送
し
ま
す
。

問
健
康
介
護
課
℡
22
―
6
8
3
9

香
り
会
館
だ
よ
り

○
中
山
シ
ェ
フ
の
お
料
理
教
室

　
今
回
の
教
室
は
、
木
の
芽
み
そ
作
り
を

行
い
ま
す
。

　

木
の
芽
み
そ
の
香
り
を
楽
し
み
な
が

ら
、
春
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
自
分
で

作
っ
た
み
そ
を
、
こ
も
豆
腐
や
た
け
の
こ

な
ど
に
載
せ
、
田
楽
と
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
５
月
１
日（
木
）10
時
30
分
～

▼
定
員　
15
人

▼
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
手
ふ
き
用
タ
オ

ル・参
加
料
２
，０
０
０
円（
ラ
ン
チ
付
き
）

▼
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー　
田
楽（
こ
も
豆
腐・

た
け
の
こ
・
こ
ん
に
ゃ
く
）・
桜
の
香
り

の
鯛た
い

飯
ほ
か

問
香
り
会
館
℡
22
―
5
4
0
0

隣
接
す
る
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
ハ
ー
ブ
レ
ン

ド（
℡
27
―
３
９
４
４
）で
は
、
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

［
毎
週
火
曜
日
休
館
］

平
成
26
年
度
山
県
市
国
際
交

流
海
外
派
遣
団
員
の
募
集

　
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
の

た
め
、
青
少
年
の
海
外
派
遣
団
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
派
遣
先　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン

州
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
市

▼
派
遣
日
程
・
内
容　
８
月
16
日（
土
）～

22
日（
金
）、
５
泊
７
日
の
日
程
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ（
４
泊
）・
表
敬
訪
問
・
視
察
研
修

な
ど
を
予
定

▼
募
集
対
象　
山
県
市
に
住
民
登
録
が
あ

広報やまがた 2014. 4 20



り
在
住
す
る
人
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す

人
10
人
程
度

①
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人（
高
校
生
、

大
学
生
、
専
門
学
校
な
ど
の
学
生
、
25
歳

ま
で
の
青
年
な
ど
）②
５
泊
７
日
の
海
外

研
修
に
対
応
で
き
、
協
調
性
が
あ
り
、
市

の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
言
動
が
で
き

る
人
③
訪
問
先
で
の
英
会
話
や
文
化
に
、

積
極
的
な
学
習
意
欲
を
有
す
る
人
④
過
去

に
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
市
へ
の
研
修
事
業
に
参

加
し
た
こ
と
の
な
い
人

▼
そ
の
他　
選
考
試
験
、
個
人
負
担
あ
り

（
15
万
円
程
度
）

▼
申
込
期
限　
５
月
26
日（
月
）17
時

問
生
涯
学
習
課
℡
22
―
6
8
4
5

有
線
テ
レ
ビ
利
用
料
の
口
座
振
替

　
有
線
テ
レ
ビ
利
用
料
の
平
成
26
年
度
前

期（
４
月
～
９
月
分
）の
口
座
振
替
を
行
い

ま
す
。

▼
口
座
振
替
日　
４
月
25
日（
金
）

▼
金
額　
６
，
４
８
０
円（
１
，
０
８
０

円
×
６
カ
月
）※
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
消
費
税
率
の
改
定
に
よ
り
変
更
。

問
有
線
テ
レ
ビ
放
送
施
設
指
定
管
理
者

シ
ー
シ
ー
エ
ヌ
㈱
℡
22
―
6
1
0
0

自
衛
官
等
募
集

▼
募
集
種
目
・
受
験
資
格

○
幹
部
候
補
生（
一
般
・
飛
行
）・
20
歳
以

上
28
歳
未
満

○
幹
部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
）・
20
歳
以

上
30
歳
未
満

▼
受
付
期
限　
４
月
25
日（
金
）

▼
試
験
期
日　

５
月
10
日（
土
）・
11
日

（
日
）※
11
日（
日
）は
飛
行
の
み

問
岐
阜
地
方
協
力
本
部
岐
阜
募
集
案
内
所

℡
0
5
8
―
2
6
2
―
1
8
1
8

平
成
26
年
度
岐
阜
県
警
察
官
募
集

▼
受
付
期
限　
４
月
18
日（
金
）

▼
第
１
次
試
験
期
日　
５
月
11
日（
日
）

▼
採
用
予
定
日　
10
月
１
日
・
平
成
27
年

４
月
１
日

問
山
県
警
察
署
℡
22
―
0
1
1
0

お知らせ広場

Pick up!

　発達障がいを抱える息子さんと共
に歩んで20年。体験談を聞いて発
達障がいについて一緒に考えましょ
う。また、現在「正光寺しなの」とし
て活躍している息子さんの落語の披
露もあります。

▶日時　４月13日(日)13:30～15:30
▶講師　三谷明弘・直子さんご夫妻
▶場所　高富公民館ホール
▶定員　50人（無料託児  定員14人）
▶参加費　無料
問おやこYYひろば
　℡050−1537−8718

発達障がいを考える講演会
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平成26年度　幼児サークルの参加者募集

4 月 子 育 て 予 定 表
定員がある行事は、4月3日(木)9:00から施設ごとに申し込みを受け付けます。電話でも受け付けます。
定員になり次第締め切ります。

日 日時  定 定員  内 内容  持 持ち物  費 材料費（参加費）  備 備考

高富児童館 ℡22-4750
【休館日】 6日・13日・20日・27日・29日

学童行事（市内小学生対象）
挑戦！一輪車検定
日 12日（土）10:00～11:00　定 8人
持 お茶、タオル

けん玉　～おもちゃコンサルタント といろ～
日 19日(土) 10:00～11:30　定 10人
持 はさみ、お茶、ハンカチ

エコ工作　〜子どもの日の飾りもの〜
日 26日（土）10:00～11:30　定 10人
持 はさみ、お茶、ハンカチ

将棋クラブ
日 26日(土) 9:30～11:00　定 10人
持 お茶、ハンカチ

アレンジフラワー教室　〜大切なあなたへ〜
日 5月10日（土）10:00～11:30　定 14人　 費 500円
持 はさみ、お茶、ハンカチ

おもちゃ病院（壊れたおもちゃの修理）
日 14日(月) 10:00～12:00

おもちゃづくり（幼児向け）
メリーボトル（５月も開催）
大人気！！ペットボトルのおもちゃだよ。
日 22日(火) 10:30～11:30　定 10組　費 350円
持 ファンタ500mlのペットボトル（２本）

遊びの提供（未就学児対象・申込不要）
ふれあいタイム～親子あそび～
日 毎週木曜日　10:30～11:00　定 なし

絵本タイム
日 毎週月曜日　10:30～と14:00～　定 なし

遊びの提供（未就学児対象・申込不要）
げんきタイム〜親子遊び〜
日 1日(火)・2日(水)・8日(火)・9日(水)・13日(日)・15日(火)・
　22日(火)・23日(水)・30日(水)　11:00～11:30
定 なし

子どもげんきはうす ℡23-2323
【休館日】 6日・14日・20日・21日・28日・29日

学童行事（市内小学生対象）
元気な力でドッジボール
日 12日（土） 10:00～11:30　定 なし
持 帽子、お茶、タオル（雨天：上ぐつ）

一輪車に挑戦！
日 19日（土） 10:00～11:30　定 10人
持 帽子、お茶、タオル（雨天：上ぐつ）

アレンジフラワー教室　～春色のブーケ～
日 26日（土） 10:00～11:00　定 10人 　費 600円
持 お茶、ハンカチ、持ち帰り袋

元気な力でドッジボール
日 5月10日（土） 10:00～11:30　定 なし
持 帽子、お茶、タオル（雨天：上ぐつ）

高富児童館
ピヨケロサークル　 定 各30組

【1歳児】毎月第2水曜日　10:30～11:30
【2歳児】毎月第4水曜日　10:30～11:30

子どもげんきはうす
マミーサークル　 定 各30組

【1歳児】毎月第2水曜日　10:30～11:30
【2歳児】毎月第4水曜日　10:30～11:30

木のおもちゃづくり（幼児向け）
こいのぼり・かぶと(どちらか好きなものを作ります)
日 11日(金) 10:00～11:30(制作時間は1時間くらいかかり
ます。) 　定 15組　費 各500円　 持 汚れてもいい服装

対 象 者　1歳児（平成24年4月2日～平成25年4月1日）、
2歳児（平成23年4月2日～平成24年4月1日）
とその保護者

申込方法　各施設にある登録用紙に必要事項を記入し、
提出してください。

申込受付　4月1日（火）～26日（土）
　　　　　※定員になり次第締め切ります。
提出・問い合わせ先　高富児童館、子どもげんきはうす
※開催日時を変更する場合があります。
※各サークルは5月から始まります。
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乳幼児教室の参加者募集

子 育 て 予 定 表

子育て支援センター（子どもげんきはうす内）
問 ℡23-2323　FAX23-2324	 受付:10時まで ※要申し込み

講座名 対　象 日　時 場　所 内　容 持ち物

ミルキーKids H25/4/2～
7/31生まれ

16日(水)
10:00～11:30

子どもげんきはうす
2階

わらべうたベビーマッ
サージを楽しみましょう。

バスタオル、
おねしょシーツ
またはピクニッ
クシート、お茶、
その他必要品

ミルキーKids H25/8/1～
11/30生まれ

16日（水）
10:00～11:30

保健福祉ふれあい
センター 

保健師や管理栄養士を
交えてお話しましょう。

お茶、
その他必要品

家庭教育講座
　テーマをもとに子育てについて考えてみましょう。
※託児あります。

【対　象】 子育てにかかわる人ならどなたでも
【日　時】 24日（木）10:00～12:00
【場　所】 子どもげんきはうす
【テーマ】  開講式　親でなければ出来ない家庭教育
問 山県家庭教育研究所　℡22-4569（代表：野沢）

おはなしひろば
　お子さんの対象年齢にあわせて本の読み聞かせをしま
す。小さいお子さんは保護者同伴でお願いします。

おはなしピーチクよみきかせ
【場所】図書館本館　℡36-3339  
【日時】5日（土）・12日(土)・19日(土)・26日(土)
　　　13:30～　（※今月から時間変更）

【場所】高富中央公民館図書室　℡22-3351
【日時】12日(土)　13:30～ （※今月から時間変更）
みやまジョイフル倶楽部もこもこもこ

【場所】みやまジョイフル倶楽部図書室　℡55-2608
【日時】5日(土)・18日(金)　10:00～

わくわくタイム（未就学児対象・要予約）

◆平織り こいのぼり
【日時】1日(火)、8日(火) 10:00～10:30 　【定員】各10組

◆こいのぼり 小物入れ
【日時】15日(火)、22日(火) 10:00～10:30　【定員】各10組
【持ち物】ペットボトル500ml1本

おはなしタイム（未就学児対象・申込不要）

◆絵本の読み聞かせ
（絵本・紙芝居の読み聞かせ、パネルシアター、エ
プロンシアターなど）
毎週木曜日　10:30〜11:00、13:30〜14:00

教室名 対　象 主な活動場所 開催日時

すくすく教室
（高富地域）

1歳児
親子

高富
中央公民館

毎月第1金曜日
10:00～11:30

のびっこ教室
（高富地域）

2～3歳児
親子

高富
中央公民館

毎月第3金曜日
10:00～11:30

小鳩会
（伊自良地域）

1～3歳児
親子

伊自良
中央公民館

毎月第2金曜日
10:00～11:30

つくしんぼ教室
（美山地域）

1～3歳児
親子

美山
中央公民館

毎月第4金曜日
10:00～11:30

申込方法　子育て支援センター（子どもげんき
はうす内）にある申込用紙に必要事
項を記入し、提出してください。

参加受付　4月1日（火）～26日（土）
年 会 費　無料（材料費など実費必要）
備　　考
・「小鳩会」「つくしんぼ教室」の活動は、主に

2～3歳児を対象に構成します。
・開催日や活動場所は左記を原則としますが、

祝日や活動内容により変更する場合がありま
す。毎月の広報やまがた、市HPで確認して
ください。

提出・問い合わせ先
子育て支援センター℡23-2323

どの教室も地域で毎月、楽しく子育てできるよう
な活動や学習を行っています。
年間を通して親子一緒に学びませんか。

※ 乳幼児教室は5月から始まります。
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お住まい
の市町村

「岐阜県からのお知らせ」
を掲載する地域情報誌 問合せ先

岐阜市
岐阜市咲楽

（株）アドキット
インフォケーション
☎058（268）7577

月刊ＧｉＦＵＴＯ（岐阜市東部版・
岐阜市南部版・岐阜市北部版）

（株）中広
☎058（247）3722

大垣市 月刊Ｗａｏ！　
各務原市 月刊たんとん　
多治見市 月刊おりべくらぶ
高山市 月刊さるぼぼ
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弁護士相談	 市民環境課  ℡22-6828
10日（木）13：00〜14：30 市役所　市民相談室（1階）25日（金）18：00～19：30

※多重債務関係も弁護士相談で受け付けます 
行政相談（電話相談可）	 市民環境課  ℡22-6828
15日（火）13：00〜15：00 市役所　市民相談室（1階）
よろず相談（電話相談可）	 市民環境課  ℡22-6828
24日（木）13：00〜15：00 市役所　市民相談室（１階）
人権擁護相談（電話相談可）	 福祉課  ℡22-6837

9日（水）13：00〜15：00 市役所　市民相談室（1階）、
（伊）老人福祉センター

介護をほっと語らう会	 健康介護課  ℡22-6838
18日（金）13：30〜15：00 ふれあいセンター
精神保健福祉なんでも相談	 福祉課  ℡22-6837

1日（火）
15日（火）
22日（火）

13：30〜15：00 ふれあいセンター

4月休日診療（診療時間 9：00～13：00、16：00～19：00） 
6日（日）臼井内科医院	 富永 ℡52-2030

13日（日）宇野クリニック	 伊佐美 ℡27-2100
20日（日）遠渡内科	 東深瀬 ℡27-2888
27日（日）大前医院	 岐阜市太郎丸新屋敷 ℡058-229-3131
29日（祝）にのみやクリニック	 高富 ℡22-1717

5月休日診療（診療時間 9：00～13：00、16：00～19：00） 
3日（祝）てらしま整形外科	 東深瀬 ℡27-0287
4日（祝）鳥澤医院	 大森 ℡36-2311
5日（祝）鳥沢クリニック	 高木 ℡22-1088
6日（祝）早川胃腸科外科クリニック	 岩佐 ℡52-1212

5月6日までの予定

市民環境課 （消費生活相談窓口） ℡22-6828

市総合体育館
4月スポーツイベント 

6日(日) 9人制バレーボール競技強化練習会
12日(土) TSCスタートの会
13日(日) 第37回連盟杯たかとみバレー大会

17日(木) 第31回岐阜県レディースバドミントン
大会春季大会

20日(日) 平成26年度第1回岐阜県社会人
クラブチーム対抗バドミントン大会

27日(日) 第12回岐阜県障害者スポーツ大会
春季大会バレーボール競技

29日(祝) 山県市スポーツ少年団合同入団式
および体力テスト

くらしのカレンダー4 月

消費生活ニュース  !
〜こんなことにご注意を〜

　小学生の娘に親のスマートフォンを渡し、オンラインゲームで遊ばせてい
た。一度クレジットカードでアイテムを購入し、その後も一回100円程度な
ら良いと思い、その都度親がパスワードを入れて購入させていた。しかし、
後日カード会社からの請求額が8万円になっていて驚いた。どうも一度パス
ワードを入れると、その後何分間かはパスワードなしで何度もアイテム購入
ができたようだ。具体的な状況については、娘もよく覚えておらず、はっきり
したことは分からないというような事例のように、スマートフォンに一度入力
したクレジットカ－ド番号が一定時間有効なままになっていて、子どもが有料

アイテムを購入できてしまうケースのほか、子どもが大人
のクレジットカードを勝手に持ち出し番号を入力するケー
スなどがある。大人はスマートフォンやゲーム機等につい
て理解するとともに、ゲームの料金体系、決済方法等
についても確認し、ゲームの遊び方やルールについて子
どもとよく話し合いましょう。クレジットカードの管理には
十分注意をし、子どもにクレジットカードの仕組み等を教
えることも大切です。

乳幼児健診	 健康介護課  ℡22-6839
3・4か月児健診
30日（水） 受付13：00～13：15 ふれあいセンター

10・11か月児健診
23日（水） 受付13：00～13：45 ふれあいセンター

1歳6か月児健診
16日（水） 受付13：00～13：45 ふれあいセンター

3歳児健診
9日（水） 受付12：45～13：00 ふれあいセンター

はみがきけんしん（フッ素塗布）	 健康介護課  ℡22-6839
17日（木） 受付13：15～14：00 ふれあいセンター

妊婦歯科健康診査	 健康介護課  ℡22-6839
17日（木） 受付13：00～13：15 ふれあいセンター

乳幼児相談※栄養相談あり	 健康介護課  ℡22-6839
14日（月） 10：00～11：00 ふれあいセンター

すこやか相談（要予約）	 健康介護課  ℡22-6839
11日（金） 13：30～16：30 ふれあいセンター

心の相談（2日前までに要予約）	健康介護課  ℡22-6839
24日（木） 13：30〜15：00 ふれあいセンター

あそびの教室（要予約）	 健康介護課  ℡22-6839
21日（月） 10：00～11：30 ふれあいセンター

献血	 健康介護課  ℡22-6839

24日（木）
9：30～11：00 美山中央公民館
12：00～13：00 （株）オンダ製作所
14：30〜16：30 （株）平和堂　高富店

クレジットカードの管理は大丈夫？オンラインゲームの決済トラブル

「ふれあいセンター」は市保健福祉ふれあいセンター
「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター 

総合体育館 ℡22-6622
【夜間休館日　4月20日（日）】

（子どもサポート情報　第71号　独立行政法人国民生活センター）見守るくん

気をつけて
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夜間窓口開設日（21:00まで開設）
今月は25日（金）です

開設窓口

福祉課（℡22-6837） 税務課（℡22-6822）

水道課（℡22-6835） 徴収対策室（℡22-6843）

市民環境課（戸籍・住民係）　℡22-6829
　　　　　（国保・年金係）　℡22-6827

市民環境課 ℡22-6828
不燃ごみ・ 粗大ごみ受付センター ℡23-0108

カン・
白色トレイ

びん・
ペットボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

燃える
ごみ

森・南・旭ヶ丘・
蛍ヶ丘・田倉

3日
（5月1日）

17日
18日

月
・
木
曜
日ご
み
袋
は
必
ず
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
午
前
7
時
30
分
ま
で
に
）

大北･石田町･山本･
双葉台･京ヶ洞･星ヶ丘･
南屋敷･石畑･美里

4日
（5月2日） 21日

北町･ 栄町･ 仲町･
本町1、2、３丁目 14日 18日

16日
共和町 17日佐賀･ 見晴台･ 金池 8日

火
・
金
曜
日

東深瀬（向イ・鴻ヶ池を除く） 5日
（5月3日） 15日 9日

向イ･鴻ヶ池･高木東･阿原 10日
高木（高木東･ 阿原を除く） 8日

28日
11日

西深瀬 9日 14日
梅原 10日 22日
桜尾 2日

（5月7日） 15日
7日

（5月9日）

大桑 1日
（5月6日） 8日

長滝・平井・掛・
松尾･上願・大門 7日

（5月5日） 21日 23日
洞田･小倉･大森･藤倉 24日
北山 12日 25日

2日
（5月2日）

葛原 1日
（5月1日）谷合

19日北武芸 24日
2日

（5月2日）
乾 16日 3日

（5月7日）
月
・
木
曜
日

富波 11日 22日岩佐 4日
（5月8日）中洞 16日 24日

～5月9日 

資源ごみ・有害ごみ休日回収日（毎月第4日曜日）
回収区域 出せる資源・有害ごみ 回収日 回収時間 回収場所

市内全域

缶･ペットボトル･びん･
白色トレイ･電池･蛍光
管･電球 27日

9:00～
16:00

市役所裏
車庫棟24･25

衣類･電池･蛍光管･電球 8:30～
16:00

クリーン
センター

有害ごみ（各支所・出張所）回収日 
回収区域 出せる資源・有害ごみ 回収日 回収時間 回収場所

市内全域 電池･蛍光管･
電球

24日
25日

8:30～
17:00

伊自良･美山支所、
西武芸出張所

戸籍の窓
市民環境課 ℡22-6829

2月届け出分
この欄は、山県市役所または支
所の窓口で届出がされた、本市
に住民登録がある人を掲載して
います。（敬称略）

4月のごみ収集日 

※発泡スチロールは、小さくして可燃ごみ袋に入れてください。

表記できない文字がありますので、あらかじめご了承ください。

高　富	 中川　徠
ら き あ

愛
	 柴山　瑠

る り

璃
	 面手　太

たい よ う

陽
佐　賀	 滝本　奈

な お

央
	 滝本　恭

きょうへい

平
東深瀬	 水川　大

た い が

河
高　木	 山田　明

め い

生
	 疋田　苺

ま い か

花

高　木	 堀田　琴
こ こ

心
梅　原	 青野　琴

こ と ね

音
	 山田　椎

し い た

太
松　尾	 西水流佑

ゆ う と

百
洞　田	 竹之内詩

し お り

織
小　倉	 木村　尚

な お き

輝
	 池場　柊

しゅ う た

太
岩　佐	 澤田　彩

あ や と

人

赤ちゃん誕生

高　富	 石田　廸江	 69歳
	 松田きよう	 86歳
東深瀬	 田口　勝弘	 75歳
	 山下　正弘	 74歳
西深瀬	 金子　賢次	 79歳
	 奥田日出子	 80歳
高　木	 信田　 き	 99歳
	 岡田　達雄	 69歳
梅　原	 岡田伊三郎	 85歳
伊佐美	 松久　善治	 83歳

椎　倉	 神山　幸子	 81歳
大　桑	 河田　良知	 85歳
大　森	 松井　富子	 87歳
	 島戸かなゑ	 88歳
大　門	 横山　節夫	 76歳
葛　原	 田垣千鶴子	 87歳
谷　合	 小原　 子	 89歳
	 林　　武司	 70歳
	 山田　　侊	 83歳
富　永	 永田　忠信	 62歳

おくやみ

人口の動き
総人口 29,070人 （−31人）

世帯数 10,810戸 （11戸）

男 14,068人 （−15人）
女 15,002人 （−16人）

（平成26年3月1日現在）

高　富	 田中　千尋
	 小池　時顧
東深瀬	 杉田　知己
	 髙木　美帆
	 大西　隆一
	 岩田　有充

ご結婚おめでとう
伊佐美	 中嶋　　諒
	 森　亜沙美
大　桑	 神原　啓志
	 澤田亜里沙
中　洞	 荒深　友也
	 小石　梨夏
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公
務
員
に
異
動
は
つ
き
も
の
。
締
め
切
り
の
都

合
上
、
こ
の
編
集
後
記
は
内
示
の
発
表
前
に
書
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
皆
さ
ん
へ
の
最
後
の
ご
あ
い

さ
つ
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ひ
と
ま
ず

お
礼
を
。
一
年
間
、
広
報
や
ま
が
た
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
年
前
に

書
い
た
と
お
り
、
こ
れ
で
担
当
を
離
れ
た
と
し
て

も
、
私
は「
広
報
担
当
」の
つ
も
り
で
す
。
と
か
言

い
つ
つ
、
来
月
も
こ
こ
に「
Ｗ
」と
書
か
れ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…（
苦
笑
）　　
　
　
　
（
Ｗ
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
真
打
ち
競
演
」
の
公
開
録
音

で
は
、
開
場
前
に
行
列
の
整
理
を
し
て
い
ま
し

た
。
開
場
予
定
は
17
時
30
分
で
し
た
が
、
席
が
自

由
席
と
い
う
こ
と
も
あ
り
１
番
乗
り
の
人
は
12
時

30
分
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
14
時
ご
ろ
に

は
10
人
ぐ
ら
い
が
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、
前
に
並

ん
で
い
た
人
た
ち
は
違
う
イ
ベ
ン
ト
で
も
並
ぶ
常

連
さ
ん
ば
か
り
。
他
の
番
組
の
こ
と
や
、
応
募
は

が
き
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
開
場
ま
で
の
時
間
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
氷
川
き
よ
し
さ
ん

が
出
演
す
る
番
組
の
行
列
が
最
も
す
ご
い
そ
う
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

編
集
後
記

　

株
式
会
社
杉
山
バ
ル
ブ
製
作
所
は
、

富
永
の
国
道
４
１
８
号
沿
い
に
あ
り
ま

す
。
昭
和
23
年
に
故
杉
山
博
氏
が
給
水

栓
鋳
造
製
作
を
創
業
し
、
昭
和
36
年
に

株
式
会
社
杉
山
製
作
所
と
し
て
法
人

化
、
昭
和
47
年
に
現
在
の
社
名
に
変
更

し
ま
し
た
。
会
社
の
現
況
や
今
後
の
方

向
性
な
ど
を
取
締
役
管
理
部
長
の
杉
山

新
太
郎
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
当
社
は
給
水
栓
総
合
メ
ー
カ
ー
と

し
て
、
水
栓
や
蛇
口
な
ど
を
生
産
か
ら

検
査
ま
で
一
貫
し
て
行
い
出
荷
し
て
い

ま
す
。
社
員
は
26
人
で
、
毎
年
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
行
い
社
員
全
員
で
盛
り
上

が
る
よ
う
な
、
明
る
く
て
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
会
社
で
す
」

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
導
入

　
「
最
近
の
業
界
は
、
材
料
の
高
騰
で

生
産
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
る
反
面
、

市
場
価
格
は
海
外
の
安
価
な
製
品
な
ど

の
影
響
で
維
持
ま
た
は
下
落
の
傾
向
に

あ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
こ

で
、
当
社
は
給
水
栓
総
合
メ
ー
カ
ー
と

し
て
の
自
社
商
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
お

客
様
の
要
望
に
基
づ
い
て
設
計
開
発
か

ら
生
産
ま
で
一
貫
し
て
商
品
開
発
の
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
、
希
望
が
あ
れ
ば

日
本
工
業
規
格
や
日
本
水
道
協
会
の
認

証
取
得
か
ら
維
持
ま
で
管
理
し
て
提
供

す
る
こ
と
へ
主
業
を
切
り
替
え
て
き
ま

し
た
。

　
現
在
は
、
よ
り
よ
く
新
し
い
提
案
や

商
品
が
で
き
る
よ
う
、
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
試
作
を
自
社
で

行
い
素
早
く
検
証
す
る
こ
と
で
、
開
発

に
か
か
る
期
間
を
短
縮
、
検
証
回
数
を

増
加
し
、
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
を

提
案
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入
す

る
こ
と
で
改
善
で
き
る
こ
と
を
検
討
し

て
お
り
、
活
用
範
囲
も
未
知
数
で
市
場

に
合
う
か
と
い
う
不
安
は
あ
り
ま
す

が
、
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
姿

勢
を
忘
れ
ず
会
社
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
は
、『
感
謝
・
信
頼
・
和
の
精

神
を
念
頭
に
持
ち
、
お
客
様
と
私
た
ち

に
幸
せ
を
与
え
続
け
る
こ
と
を
企
業
存

続
の
基
本
』
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
を
常
に
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
地
域

の
中
心
企
業
を
目
指
し
、
社
員
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

市商工会に協力いただき、
市内の企業を紹介するコーナー

市内企業の紹介　VOL.13

㈱杉山バルブ製作所
富永17番地1　℡52―2151


